
く、以下「効能は知らないが、健康にもよさそう。表示は気になる。」（15.5%）、「効
能を知っており、健康にもよさそう。表示は気になる。」（5.9%）の順となっている。

問 9-2．強調表示がある商品とない商品を比較した場合購入意識に違いはあります
か。

「問 9-2」では、「変わらない」（72.1%）が最も多く、以下「やや買いたい」（11.9%）、
「あまり買いたくない」（10%）の順となっている。

問 10-1．栄養素（パントテン酸）の効能についてのイメージ

「問 10-1」では、「効能がよく知らないため、表示も気にしない」（79.9%）が最も
多く、以下「効能は知らないが、健康にもよさそう。表示は気になる。」（11.9%）、
「効能は知ってはいるが、表示は気にしない」（5.9%）の順となっている。

問 10-2．強調表示がある商品とない商品を比較した場合購入意識に違いはあります
か。

実数 %

219 100.0

01 とても買いたい 4 1.8

02 やや買いたい 26 11.9

03 変わらない 158 72.1

04 あまり買いたくない 22 10.0

05 まったく買いたくない 9 4.1

全体

1.8

11.9

72.1

10.0

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実数 %

219 100.0

01 効能を知っており、健康にもよさそう。表示は気にな 5 2.3

02 効能は知らないが、健康にもよさそう。表示は気にな 26 11.9

03 効能は知ってはいるが、表示は気にしない 13 5.9

04 効能がよく知らないため、表示も気にしない 175 79.9

全体

2.3

11.9

5.9

79.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実数 %

219 100.0

01 とても買いたい 2 0.9

02 やや買いたい 22 10.0

03 変わらない 154 70.3

04 あまり買いたくない 32 14.6

05 まったく買いたくない 9 4.1

全体



「問 10-2」では、「変わらない」（70.3%）が最も多く、以下「あまり買いたくない」
（14.6%）、「やや買いたい」（10%）の順となっている。

問 11-1．栄養素（ビタミン類）の効能についてのイメージ

「問 11-1」では、「効能を知っており、健康にもよさそう。表示は気になる。」（73.1%）
が最も多く、以下「効能は知ってはいるが、表示は気にしない」（13.7%）、「効能は
知らないが、健康にもよさそう。表示は気になる。」（10%）の順となっている。

問 11-2．強調表示がある商品とない商品を比較した場合購入意識に違いはあります
か。

「問 11-2」では、「やや買いたい」（57.1%）が最も多く、以下「とても買いたい」
（23.3%）、「変わらない」（19.2%）の順となっている。

0.9

10.0

70.3

14.6

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実数 %

219 100.0

01 効能を知っており、健康にもよさそう。表示は気にな 160 73.1

02 効能は知らないが、健康にもよさそう。表示は気にな 22 10.0

03 効能は知ってはいるが、表示は気にしない 30 13.7

04 効能がよく知らないため、表示も気にしない 7 3.2

全体

73.1

10.0

13.7

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実数 %

219 100.0

01 とても買いたい 51 23.3

02 やや買いたい 125 57.1

03 変わらない 42 19.2

04 あまり買いたくない 1 0.5

05 まったく買いたくない 0 0.0

全体

23.3

57.1

19.2

0.5

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



問 12-1．栄養素（葉酸）の効能についてのイメージ

「問 12-1」では、「効能がよく知らないため、表示も気にしない」（47.9%）が最も
多く、以下「効能は知らないが、健康にもよさそう。表示は気になる。」（21.5%）、
「効能を知っており、健康にもよさそう。表示は気になる。」（18.3%）の順となっ
ている。

問 12-2．強調表示がある商品とない商品を比較した場合購入意識に違いはあります
か。

「問 12-2」では、「変わらない」（64.8%）が最も多く、以下「やや買いたい」（21.5%）、
「とても買いたい」（6.4%）の順となっている。

実数 %

219 100.0

01 効能を知っており、健康にもよさそう。表示は気にな 40 18.3

02 効能は知らないが、健康にもよさそう。表示は気にな 47 21.5

03 効能は知ってはいるが、表示は気にしない 27 12.3

04 効能がよく知らないため、表示も気にしない 105 47.9

全体

実数 %

219 100.0

01 とても買いたい 14 6.4

02 やや買いたい 47 21.5

03 変わらない 142 64.8

04 あまり買いたくない 14 6.4

05 まったく買いたくない 2 0.9

全体

6.4

21.5

64.8

6.4

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18.3

21.5

12.3

47.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



以下の、それぞれの栄養成分について「ひかえめ」「オフ」「ゼロ」等の「強調表示」

が食品に表示されている場合のイメージについてお答えください。

問 13．強調表示（カロリー）がある商品とない商品を比較した場合購入意識に違
いはありますか。

「問 13」では、「変わらない」（48.4%）が最も多く、以下「やや買いたい」（37.4%）、
「あまり買いたくない」（7.3%）の順となっている。

問 14．強調表示（脂質）がある商品とない商品を比較した場合購入意識に違いは
ありますか。

実数 %

219 100.0

01 とても買いたい 14 6.4

02 やや買いたい 82 37.4

03 変わらない 106 48.4

04 あまり買いたくない 16 7.3

05 まったく買いたくない 1 0.5

全体

6.4

37.4

48.4

7.3

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実数 %

219 100.0

01 とても買いたい 17 7.8

02 やや買いたい 108 49.3

03 変わらない 67 30.6

04 あまり買いたくない 25 11.4

05 まったく買いたくない 2 0.9

全体



「問 14」では、「やや買いたい」（49.3%）が最も多く、以下「変わらない」（30.6%）、
「あまり買いたくない」（11.4%）の順となっている。

問 15．強調表示（飽和脂肪酸）がある商品とない商品を比較した場合購入意識に
違いはありますか。

「問 15」では、「変わらない」（58%）が最も多く、以下「やや買いたい」（27.4%）、
「あまり買いたくない」（10.5%）の順となっている。

問 16．強調表示（コレステロール）がある商品とない商品を比較した場合購入意
識に違いはありますか。

「問 16」では、「やや買いたい」（43.4%）が最も多く、以下「変わらない」（26%）、
「とても買いたい」（16.9%）の順となっている。

7.8

49.3

30.6

11.4

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実数 %

219 100.0

01 とても買いたい 7 3.2

02 やや買いたい 60 27.4

03 変わらない 127 58.0

04 あまり買いたくない 23 10.5

05 まったく買いたくない 2 0.9

全体

3.2

27.4

58.0

10.5

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

16.9

43.4

26.0

11.0

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実数 %

219 100.0

01 とても買いたい 37 16.9

02 やや買いたい 95 43.4

03 変わらない 57 26.0

04 あまり買いたくない 24 11.0

05 まったく買いたくない 6 2.7

全体



問 17．強調表示（糖類）がある商品とない商品を比較した場合購入意識に違いは

ありますか。

「問 17」では、「やや買いたい」（46.1%）が最も多く、以下「変わらない」（30.1%）、

「とても買いたい」（13.7%）の順となっている。

問 18．強調表示（ナトリウム）がある商品とない商品を比較した場合購入意識に

違いはありますか。

「問 18」では、「変わらない」（65.3%）が最も多く、以下「やや買いたい」（22.4%）、

「あまり買いたくない」（8.2%）の順となっている。

本結果より、消費者において「高」強調表示効果を効果的に得られる栄養素とし

ては、タンパク質、食物繊維、カルシウム、鉄、ビタミン類があげられたものの、

他の栄養素については認知度が低く、強調表示効果も低いことと考えられる。

また、「低」強調表示効果を得られる栄養素としては、脂質、コレステロール、

糖があげられる結果となった。よって、本表示制度を効果的に活用しようとした

場合においては、上記の 8項目を重点的に注力することが有用であろうと考えら

れる。

実数 %

219 100.0

01 とても買いたい 30 13.7

02 やや買いたい 101 46.1

03 変わらない 66 30.1

04 あまり買いたくない 21 9.6

05 まったく買いたくない 1 0.5

全体

13.7

46.1

30.1

9.6

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実数 %

219 100.0

01 とても買いたい 8 3.7

02 やや買いたい 49 22.4

03 変わらない 143 65.3

04 あまり買いたくない 18 8.2

05 まったく買いたくない 1 0.5

全体

3.7

22.4

65.3

8.2

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%





問 2. また貴社製品に以下のような商品がございましたらご紹介ください。

・ 栄養成分分析をしていないが分析を行ってみたい商品

・ 栄養成分分析をしているが詳細な分析を行うことで付加価値が高まりそうだと

・ 考えている商品

・ 栄養成分･カロリー分析結果を基に実際に低カロリー化や強調表示のための

商品改良を行いたい商品

① 栄養成分分析をしていないが分析を行ってみたい商品 ２社

② 栄養成分分析をしているが詳細な分析をすることで

付加価値が高まりそうだと考えている商品 ５社

③ 栄養成分・カロリー分析結果を基に実際に低カロリー化や

強調表示の為の商品改良を行いたい商品 ３社

� 分析済み商品 ５社 資料 2
� 未分析だが分析したい商品 ５社

問 3. 県産品で自社製品として取り入れてみたいあるいはコラボレーションしてみ

たい食材･商品がございますか？

� ナガイモ粉末 ２社

� りんご ３社

� 黒にんにく ２社

� ぶどう １社

� ニンジン １社

� カシス １社

� りんごファイバー １社

問 4.その他自由記載

� 他の成分を調べたい。お米やクエン酸を与えてどうなるか。

� ダッタンそば茶（ルチンの量とか）、黒豆ポン菓子等の商品で健康食品表示は

どのような事をしたら良いか。

� アルギンなどを用いて研究している。農産加工の組合を作った。

� 副産物として酒粕が挙げられるが、機能食品として今後なお一層広めるために

化学分析あるいは効能など詳細に調査する必要がある。

上記の回答を得たことから、フォローアップを検討した。回答データを得た既存食

品の改良については、強調表示制度や栄養機能食品としての応用化が可能であろう

と判断された食品が 2 件、一方本制度での対応が困難であろうと思われる食品類が



2件であり、医薬部外品としての対応を検討すべく、新たにパンフレットとして医
薬部外品対応版を作製した（資料 3）。



Ⅳ. 事業総括

本事業によって、健康増進法に基づく栄養強調表示や栄養機能食品へのブラッシ

ュアップのみならず、医薬部外品としての可能性が多々あることが示された。既に

試作品開発に取り組んでいる商品もあることから、今後さらなる県内企業商品の掘

り起こしを行い、商品改良を進め表示アピールすることで、多彩なラインナップを

求める消費者に対して新たな健康ビジネス化が期待できる。

一方、現在の制度上では強調表示可能な栄養成分は限定されており、基準値の示

されていない食品成分についての表示アピールについては、各種広報媒体を利用し

ての PR による認知度の向上によるブランド化を図らざるを得ない。

そのため、今後の支援においては現表示制度を最大限に活用した商品アピールと

同時に、各種広報媒体を活用したブランド化の双方における支援を行う必要がある。

今回の事業においては、医療機関・介護機関等での支援可能性については調査を

行っていないものの、改良後の商品については医療機関ならびに介護機関等での実

証評価により、あらたな商品の活用法を見いだす可能性も高く、食品関連産業にお

ける商品改良の糸口になることも期待できることから、本事業終了後の将来的な課

題として位置づけることが必要であり、今後の検討課題とした。



資料 1










